
IＴ講習小中学校も開催

「
I
T
講
習
」
に
は
多
く
の
受
講
希
望
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
7
月
か
ら
小
中
学
校
も
会
場
と
し
て
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

対
象
…
県
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
の
人
で
パ
ソ
コ
ン
の
初

心
者

募
集
人
数
…
各
校
人
数
欄
を
参
照

受
講
費
用
：
八
百
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

申
し
込
み
方
法
…
6
月
1
5
日

(
金
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
応
募
要
領
の
と
お

り

に
記
入
し

て

お
申
し

込
み

く
だ
さ
い
（
一
人
一
通
の
み
）
。

※
応

募
者

多
数

の
場

合

は
。

抽
選
と
な
り
ま

す
。

結

果
の

通
知

…
受

講
の
可
否

は
全
員
に
通
知
し
ま
す

。

問
総
務
企
画
本
部
総
務
課
I

T
講
習
担
当
3
6
6
・
7
4
0

1

あ
な
た
の
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
！

★
松
戸
花
火
大
会
イ
ン
二
〇
〇
一

～
二
十
一
世
紀
幕
あ
け
記
念
・
み
ん
な
で
あ
げ
る
夢
花
火
～

市
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
い
る
花
火
大
会
を
、
8
月
4
日
（
土
）
江

戸
川
河
川
敷
で
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
花

火
へ
の
協
賛
を
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
・
団

体
を
募
集
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
な
た

の
名
前
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
十
五
字
以
内
）
を

掲
載
し
、
大
会
当
日
は
招
待
席
を
ご
用
意
し

ま
す
。
あ
な
た
の
願
い
や
思
い
を
込
め
た
花

火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
。

受
付
期
間
6
月
1
5
日
（
金
）
～
7
月
6
日
（
金
）

申

込

み

用

紙

商

工

観

光

課

お

よ

び

各

支

所

に

あ

り

ま

す

。

詳

細

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

問
松
戸
花
火
大
会
実
付
委

員

会

事

務

局

（
商

工

観

光

課

内

）
3
6
6

・
7
3
2
7

渥美欣也さん

（古ヶ崎在住）

インターネット

やEメールに興味があり受

講しました。

受講初日には多少不安な

気持ちもありましたが、講

師の教え方が丁寧で、受講

者同士も声を掛け合ったり

して、時間のたつのも忘れ

て毎回楽しく受講できまし

た。

早速パソコンを購入して、

苦戦しながらも毎日奮闘し

ています。

鈴 木 和 子 さ ん

(ニ ツ 木 在 住)

(英語スピーチコンテスト）高校生の出場者を募集

９月29日(土)午後1時から　会場市民劇場　対象市内

在住・在学の高校生〔ただし①～④のいずれかに該

当する人を除＜①母国語･公用語を英語とする国に通

算1年または継続して6ヵ月以上滞在した人（5歳まで

の滞在は除＜）②英語で一般教育を行っている国際学

校へ通学したことがある人 、または通学している人③

同居する親族に英語を公用語とする国の出身者がいる

人④当該コンテスト高校生の部の入賞経験者〕　テー

マ自由（5分以内）

申6月29日(金)〔必着〕までに、所定の用紙（財）松戸

市国際交流協会にあります）に必要事項を記入して、

271-8588松戸市根本387の5（財）松戸市国際交流

協会（市役所新館5 階366 ―7310) へ

※スピーチ原稿の締め切りは7月27日（金）〔必着〕です

（書類選考があります）。

※入賞者は、平成14 年3月予定の海外短期派遣（ホー

ムステイ・プログラム）に実費の約半額の費用負担

で参加することができます。

パソコンを持っ

ていないので、次の回まで
習ったことを覚えていられ

るか不安でしたが、インタ

ーネットやＥメールの使い

方を教えてもらい、講習は
無事終了しました。

表計算、ワープロ、ビデ

オ編集など、パソコンをも
っと上手に使いこなしたい

と、夢がふくらみました。
これから忙しくなりそうで

す。

発行 ：松 戸 市　編 集 ：総務 企画 本 部広 報課

〒271-8588　 松戸 市根 本387-5

TEL.047-366-1111　FAX.047-363-3200
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URL http://www.intership.nｅ.jp/matsudo/
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受講者の声
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人 口 と 世 帯　5 月1日現在

人口466,015 人 ［+1,324 ］

男235,041 人 ［+684 ］

女230,974 人 ［+640 ］

世帯184,451 世帯［+1,069 ］

主な内容　　　　

市営住宅の空き家入居者（待機

者）を募集　　　　　　　　 ②

成人歯科健康診査　　　　　 ③

財政事情の公表　　　　　 ④⑤

BS 日本のうた観覧者を募集 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

花火の種類と費用
花火の種類 規 模 費 用

打

ち

上

げ

3号(旧3寸玉) 高さ100m 、広がり30rn (半径) 2発で10,000円

5号(旧5寸玉) 高さ200m 、広がり100m( 半径) 1発で10,000円

スターマイン

（速射連発）

小 200,000 円

中 250,000 円

大 300,000円



市
営
住
宅
の
空
き
家
入
居
者

（
待
機
者
）
を
募
集

▽
入
居
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
日
本
国
に
永
住
す
る
こ
と
を
認

め
ら
れ
た
外
国
人

②
松
戸
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
、
ま
た
は
松
戸
市
内
に
勤
務

場
所
を
有
す
る
人

３
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
人

、

婚
姻
の
予
定
者
を
含
む
）
が
あ
る

人

（
老
人
等
は
単

身
可
）

４
年
間
総
収
入
が
表
１
・
２
の
収

入
基
準
に
該
当
す
る
人
（
た
だ
し

二
人
以
上
の
収
入

が
あ
る
世

帯
・

寡
婦

（
夫
）
控
除

・
身

障
者
控
除

等
に
該
当
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

金
額

が
変
わ
り
ま
す
）

⑤
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

▽
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
書
の

配
布６

月
８
日
金
～
2
1
日
木
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時
の
間
に
、
住
宅
課
・
各
支

所
で
配
布

▽
申
込
受
付

６
月
1
5
日
金
～
2
2
日
金
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時
の
問
に
、
市
役
所
本
館
二

階
第
一
・
二
会
議
室
で
受
け
付
け

▽
入
居
時
期

空
き
家
が
生
じ
次
第
当
選
順
位

に
よ
り
入
居
（
平
成
1
4年
５
月
末

日
ま
で
に
空
き
家
が
生
じ
な
い
場

合
は
、
当
選
権
が
失
効
し
ま
す
）

※
詳
細
は
、
募
集
案
内
書
を
ご
覧

く
だ

さ
い
。

※
市

役
所
内

は
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス

が
少

な
い
た
め
、
車
で
の
来
庁

は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。
問

住
宅
課
住
宅
政
策
係

公
3
6
6
・
７

江戸111（小山）に

松戸緊急用船着場が完成
江戸川の葛飾橋（小山）の上流に船着

場が完成しました。

この船着場は、国土交通省江戸川工事

事務所が震災発生時に河川舟運を活用し、

住民の救援物資の輸送および河川管理施

設の復旧を行う目的で建設したものです。

このほかに江戸川では上篠崎（江戸川

区）、柴又（葛飾区）に緊急用船着場が完

成しています。

問河川清流課366―7359

水

上

バ

ス

に

乗

っ

て

江

戸

川

に

つ

い

て

考

え

ま

せ

ん

か

船
着
場

の
完

成
を
祝

い
、
水
上

バ
ス

体
験
乗
船
を
実
施
し

ま
す
。

日
時
６
月
2
3
日
土
午
前
９
時
か
ら
（
午

前
と
午

後
で
五
回
開

催
予
定

。
荒
天

の
場

合
は
中

止
）
　

集
合

場
所
江
戸

川
小

山
地

先

（
河
川

敷
）
　

定

員
一

回
五

十
人

（
計

二
百
五
十
人
、
抽
選
）

費
用
無
料

申
６
月
1
2
日
火
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号

、
参
加
者
全
員

の
氏

名
・
年

齢
（
ハ
ガ
キ
一
枚
に
四
人
ま
で
。
未
就

学
児

童

は
必

ず
保
護

者
同

伴
）
、
希

望

の
時
間

帯
（
午
前
か
午
後

）
を
記
入

し

て
、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸
市

根
本
三

八
七

の
五
　

松
戸
市

役
所

商
工

観
光
課

観
光
係

（
3
6
6・
7
3
2
7

）

へ

対
象
①
戦
跡
慰
霊

巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没

者
の
遺
族
（
配
偶
者
・
父
母
・
子

・
兄
弟
姉
妹
　
2
健
康
状
態
の
良

好
な
人
③
原
則
と
し
て
七
十
五
歳

以
下
で
あ
る
こ
と

※
参
加
者
に
は
、
国
お
よ
び
県
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
所
定
の
様
式
に
、
死
亡
公
報
の

写
し
ま
た
は
戦
没
者
の
除
籍
謄
本

と
医
師
の
証
明
書
等
を
添
え
て
、

福
祉
事
務
所
窓
口
へ

問
福
祉
事
務
所
援
護
係
3
6
6
・
７

私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
に

補
助
金

を
支
給

▽
幼

稚

園

児

補

助

金

対
象
：
６
月
１
日
現
在
市
内
に
住

民

票
が
あ
り

、
公

認
の
私
立
幼
稚

園

に
満
三

歳
児

、
三

・
四

・
五
歳

児
を
通

わ
せ

て

い
る
保
護
者

※
満
三

歳
児

と
は
、
満
三
歳
に
達

し

た
幼
児

が
翌
年
の
４
月
を
待

た
ず
に
、
年
度
の
途
中
か
ら
幼

稚

園
に
入

園
す

る
園
児

補
助
金
額

（
年
額
）
…
満
三

歳
・

三

歳
児

＝
二
万

四
千
五
百
円
、
四

・
五
歳
児

＝
二
万

五
千
円

支
給
時
期
…
1
0
月
中
旬

申
請
手
続
…
通
園
し
て
い
る
幼
稚

園
が
行

い
ま
す
。

▽

幼

稚

園

就

園

奨

励

費

補

助

金

対

象

：
幼

稚

園

児

補

助

金

の
対

象

者

で

、

平

成
1
3
年

度

市

民

税

額

が

一

定

の

基

準

内

（
下

表

）

の
人

補
助
金
額
：
下
表
を
参
照

支
給
時
期
…
1
2
月
中
旬

申

請

手

続
…

通

園

す

る

幼

稚

園

で

配
布
さ
れ
る
書
類
に
記
入
の
う
え
、

幼

稚

園

に

提

出

し

て

く

だ

さ

い
。

※

市

外

の
幼

稚

園

に
通

っ
て

い
る

場
合
も
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
各
幼
稚
園
、
教
育
青
貝
会
教
育

総

務

課

総

務

係
3
6
6
・
7
4
6
0

歯

を

大

切

に

歯
大
丈
夫
、
胃
大
丈
夫
、
大
丈
夫
健

康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
八
十
六

歯
科
介
護
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
一
年
以
上
経
過
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
は
い
ま

す
が
、
と
も
か
く
介
護
保
険
制
度

は
日
本
の
老
人
福
祉
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
要
介
護
老
人
の
口
腔
内
状
況
が

極
め
て
悪

い
こ
と
は
、
以
前
か
ら

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
際

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
な
か
で
は
口
腔

に
関
す
る
項
目
は
極
め
て
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
口
腔
ケ

ア
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
組
み
込
ま
れ

る
こ
と
も
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
制
度
上
の
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
口
腔
ケ
ア
が
実
際
に

ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の

か
に
関
し
て
、
情
報
が
少
な
い
こ

と
が
そ
の
原
因
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
協
議
会
（
国
診
協
）
が

行
っ
た
要
介
護
者
に
対
す
る
歯
科

サ
ー
ビ
ス
の
効
果
に
つ
い
て
お
話

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

平
成
９
年
度
は
高
齢
者
施
設
入

所
者
、
平
成
1
0
年
度
は
在
宅
要
介
介

局
齢
者
を
対
象
に
、
二
～
三
カ

月
間
の
短
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
調
査
し
ま
し
た
。

現
在
、
口
腔
清
掃
指
導
や
専
門
家

に
よ
る
歯
面
清
掃
に
よ
っ
て
、
歯

肉

の
炎
症
が
改
善
す
る
の
は
周
知

の
こ
と
で
す
が
、
要
介
護
高
齢
者

の
歯
周
疾
患
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア

の
有
効
性
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

評
価
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
９
年
度
の
調
査
で
は
、
全

国
四
十
一
ヵ
所
の
高
齢
者
施
設
入

所
者
二
千
人
の
う
ち
、
特
に
口
腔

に
問
題
が
あ
る
と
し
て
抽
出
さ
れ

た
二
百
六
十
七
人
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
作
成
さ

れ
た
口
腔
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、

施
設
職
員
と
歯
科
診
療
施
設
の
ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
、
約
二
ヵ
月

間
口
腔
ケ
ア
を
実
践
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
口
臭

（
改
善
率
六
二

・
五
％
）
、
カ
ン
ジ
ダ
菌
（
同
四
八

・
一
％
）
、
口
腔
乾
燥
（
同
三
六
・

七
％

）
、
表
情

（
同
三
三

・
二
％
）
、

食
事

量
（
同

二
八

・
八
％

）
、
う

が

い
の
自
立
度
（
同
二
二
・
六
％
）
、

嚥
下
機
能
（
同
二
一
・
五
％
）
な

ど
に

大
き

な
改
善

が
認

め
ら

れ
ま

し
た

。

一
日

入
所

者

一
人
あ

た
り

の

ケ
ア
時

間
は

約
十
四

分
で
し

た

が
、
施
設

全
体

で
考
え

る
と
適

切

な
口

腔

ケ
ア
の

実
施
に

は
か

な
り

の
時

間

が
か
か

る
こ
と

が
予
想

さ

れ

、
施
設

で
の
体

制

の
整
備

を
検

討

す
る
必

要

が
あ
る
こ

と

が
わ
か

り
ま

し
た

。
ま
た

、
平

成
1
0年

度

の
調

査
で

は
、
在

宅
療

養
中

の
百

六

十
九
人

の
要
介

限

局
齢
者

を
対

象

に
、
約
三

ヵ
月

間
と

い
う

短

い

期

間
に
歯

科

の
ス
タ

ッ
フ
を
中

心

に

さ
ま

ざ
ま

な
職

種
が
協

力
し
て
、

口
腔

ケ

ア
サ

ー
ビ
ス

を
提
供

し
ま

し

た
。

一
件
あ

た
り

の
実
施

回
数

は
平
均
十
四
・
三
回
、
一
回
の
時

問

は
三
十

八
分

で
し
た

。
注

目
す

べ
き
結
果

と
し

て
、

じ
ょ
く

そ
う

で

は
四
六

・
二
％

、
下

痢

が
五
〇

％
、
便
秘
は
一
六
％
の
人
に
改
善

が
見

ら

れ
た
こ
と

が
挙

げ
ら

れ
ま

す

。
口
腔
内

の
ト
ラ

ブ
ル

の
改
善

に
よ
り
、
咀
嚼
機
能
や
嚥
下
機
能

が
良

好

に
な

っ
た
結
果

、
栄

養
状

態

が
よ
く

な
り

、
全
身

に
も
影

響

が
現
れ
た

も

の
と

考
え

る
こ

と

が

で

き
る

か
と
思

わ
れ
ま

す
。
ま

た
、

食
事

時
間

に
か

か
る

時
間

が
短
縮

さ
れ
た

ケ

ー
ス

が
、
施

設
で

一
三

・
五
％

、
在
宅

療

養
で
八
％

あ
り

、

介

護
量
と

い
う

観
点

か
ら
考

え
て

も

、
口
腔

ケ

ア
の
実
施

に

よ

っ
て

介

護
負
担

の
軽

減

が
期
待
で

き

る

こ

と

が
わ
か
り

ま
し

た
。

高
齢
者

に
投

与
さ

れ
て

い
る
薬

剤

に
は

、
口
渇

な
ど

口
腔
内

の
環

境

を
悪
化

さ
せ

る
も

の
も
多

く
、

口

腔
ケ

ア
の
必

要
性

は
今
後

ま
す

ま

す
高
ま

っ
て

い
く

と
思

わ
れ
、

歯

科
以
外

の
介

護
に

か
か

わ
る
方

方

に
も
口

腔

ケ
ア

の
重
要

性

が
さ

ら

に
理
解

さ

れ
る
こ

と
を
期

待
し

た

い
と

思

い
ま

す
。

（
松
戸

歯

科
医

師

会
）

平
成
1
3年
度
戦
跡
慰
霊
巡
拝

幸田第二市営住宅

表１　給与所得者1人の場合の早見表(前年1年間の総収入)

家族数 単身者 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人

原則階層

総収入金額

3,675,999

円以下

4,151,999

円以下

4,627,999

円以下

5,103,999

円以下

5,575,999

円以下

裁量階層※

総収入金額

4,695,999

円以下

5,171,999

円以下

5,647,999

円以下

6,123,999

円以下

6,595,999

円以下

表 ２ 事業 所得者1 人 の場合の早 見表

(前年1 年 間の必要 経費控除 後の所得 金額)

家族数 単身者 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人

原則階層

所得金額

2,400,000

円以下

2,780,000

円以下

3,160,000

円以下

3,540,000

円以下

3,920,000

円以下

裁量階層 ※

所得金額

3,216,000

円以下

3,596,000

円以下

3,976,000

円以下

4,356,000

円以下

4,736,000

円以下

※裁量階層＝高齢者・障害者・戦傷病者・被爆者・海外引揚者

の 各世帯

地 域 実施時期 概算経費

旧ソ連墓参（5ヵ 所）7月中旬～10月上旬 25 万円～50 万円

中 国 9月上旬 30万円～35万円

モンゴル 10月中旬 30 万円～35 万円

フィリピン 12月上旬 30 万円～35 万円

南西諸島洋上慰霊 未定 未定

北ボルネオ 2月上旬 30 万円～35 万円

マーシャル･ギルバード諸島3月上旬 40 万円～45 万円

硫黄島 11月上旬､2 月上旬 1万円

J3

幼稚園就園奨励費補助金支給基準と補助金額

区分 基準（平成13年度市町村民税年額）
補助金額（年額）

通園している1人目 通園している2人目 通園している3人目以降

Ａ 生活保護世帯・市町村民税非課税世帯 135,300円 162,000円 189,000円

Ｂ
市町村民税所得割非課税世帯（均等割の

み課税世帯）
103,000円 137,000円 170,000円

Ｃ
市町村民税所得割課税額が8,800円以下

の世帯
79,000円 117,000円 156,000円

Ｄ
市町村民税所得割課税額が102,100円以

下の世帯
55,500円 98,000円 141,000円

三宅島の火山ガス～異臭が予想されます

昨年
、三宅島の火山噴火による二酸化硫黄の異臭が、本市でも感じられ

ました。火山活動は現在も続いておリ、今年も南風に乗リ「ゆで卵のよう
な」臭いがすることが予想されます。
濃度的には今のところ問題はあリませんが、臭いを強く感じる場合には
ﾀﾄ出を控えたリ、外から戻ったときにうがいや目を洗ったりしてください。
市では

、根本・五香・ニツ本の各測定局で常時、二酸化碩黄を測定して

います
。なお、広域的な状況については、環境省ホームページ「大気汚染

広域監視システム（愛称＝そらまめ君）」でご覧になることができます
。

URLhttp://www-aeros,nies,go.jp/
圖環瑣保全課a366－7337
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歯を失う二大原因は虫歯と歯周病＝歯槽膿漏（しそうのうろう）です。 40歳を

過ぎると歯周病で歯を失う人の割合が多くなります。歯周病は初期には自覚症状

が乏しく、放置されがちです。気が付いたときには、かなり進行して歯を保存す

ることが難しくなります。

市の成人歯科健康診査では､ 虫歯の状態と歯肉の状態（出血の有無など5 項目）

について診査します。口は体の栄養となる食べ物が最初に入る器官です。毎日の

ブラッシングと年1回の歯科健康診査で､ 健康な生活を送れるようにしましょう。

成人歯科

-7486

対象…平成14年3月31日現在の年齢が40歳以上の人

内容…口腔(くう)内診査および相談

期限…平成14年3月31日

費用…無料

受診方法…電話で直接、一覧表の委託医療機関に予約

町

名

地

番

が

変

わ

り

ま

し

た

５
月
2
6日

か
ら
関
台
土
地
区
画

整
理

事
業
地
区

お
よ

び
そ

れ
に

隣

接

す
る
地
区

の
一
部

の
町
名
地

香

が
変
わ
り

ま
し
た
。

※
同

時
に
区
画

整
理
地
区
内

の
登

記

関
係
事
務

が
閉
鎖
さ

れ
、

一

般
登
記

は
換
地
処
分

の
登
記

が

完
了
す
る
ま
で
停
止
さ
れ
ま
し

た
。

問
都
市
整
備
課
開
発
係
登
3
6
6
・
７

３
７
５
、
地
域
振
興
課
町
名

整
備

係
3
6
6
・
7
3
1
8

個

人

事

業

税

の

取

り

扱

い

の

変

更

（
不

動

産

貸

付

業

）

個
人
事
業
税
は
県
内
に
事
務
所

等
を
設
け
、
個
人
で
二
百
九
十
万

円
を
超
え
る
事
業
・
不
動
産
所
得

が
あ
っ
た
場
合
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

ア

パ
ー
ト

・
マ
ン

シ
ョ

ン
・
貸

間
等
の
住
宅
の
貸
し
付
け
を
行

っ

て

い
る
個
人
に

つ
い
て
は
、
こ

れ

ま
で
特
例
措
置
と
し
て
十
五
室
以

上
の
貸
し
付
け

が
個
人
事
業
税

の

課
税
対

象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
1
3年
度
（
平

成
1
2年
所
得

分
）

か
ら
、
こ

の
特

例
措
置

が
廃
止

さ

れ
、
十
室
以
上

の
貸
し
付
け

も
課

税
対
象
と
な
り
ま
す

。

問
千
葉
県
東
葛
飾
支
庁
税
務
課

3
6
1
・
2
2
7
9

在
宅
開
度
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

身

近

な

生

活

の

場

で

起

こ

る
高

齢
者

に

関

わ

る

相

談

を

お

受

け

す

る

窓
口

で

す

。

松

戸
市

の

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー
は

、
市

内

十

二

ヵ

所

に

設

置

さ

れ

て

い
ま

す

。

こ

の
う

ち

、

一
ヵ

所

は

基

幹

型

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー
と

し

て

市

役

所

の

介

護

支

援

課

に

あ

り

、
十

一

の

地
区

に

地

域

型

の
在

宅

介

護

支
援

セ

ン

タ

ー

が
あ

け
ま

す

。

今

月

か

ら

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー
に

相

談

の
あ

っ
た

例
を

通

し

て

、

日

ご

ろ

の
活

動

の
内

容

や

地

域

の
人

・
関

係

機

関

と

の

連

携

等

に

つ

い
て

シ
リ

ー

ズ

で

紹

介

し

て

い
き

ま

す

。

第
一
回
と
し
て

、
在

宅
介

護

支
援
セ

ン
タ
ー
の
利
用

の
仕
方

に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

Ｑ
　

だ
れ
で

も
利

用
で
き

る
の

で

す
か
？

Ａ
　

お

お
む

ね
六

十
五
歳
以
上

で
在
宅

で
の
介
護

を
必
要

と
す

る
人
、
日
常
生
活

に
何

ら
か
の

お
手
伝

い
を

必
要

と
す

る
人

ま

た
は
そ

の
家

族
で
す

。

Ｑ
　

い
つ
で

も
相

談
で
き

る
の

で

す
か
？

Ａ
　

平
日

の
午
前

９
時
～

午
後

５
時
で
す

が
、
緊
急

の
場
合
は
、

そ

れ
以
外

の
時
間

で
も
相
談
を

お
受
け
し
ま
す

。

建

築

物

の

実

態

調

査

に

ご

協

力

を国

土
交
通
省
で
は
、
６
月
に
「
平

成
1
3
年
度
建
築
物
等
実
態
調
査
」

を
行

い
ま
す
。

こ

の
調
査
は
、
建
築

物
お
よ
び

住
宅
の
建
築
状
況
等
を
調
査
し
、

国

や
県
の
住
宅

・
建
築
行
政
等

の

基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的

と

し

て
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す

。

６
月
1
0
日
日
～
3
0
日
土
の
間
に

調
査
員

が
伺

い
ま
す

が
、
調
査

の

内

容
に

つ
い
て
は
統
計
に
関
す

る

こ
と
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。

皆
さ
ん
の

ご
理
解

ご
協
力
を

お

願

い
し
ま
す

。

問
建
築
指
導
課
庶
務
係
登
3
6
6
・
７

Ｑ
　

だ

れ
が
相
談

を
受
け
て

く

れ

る
の

で
す
か
？

Ａ
看
護
婦
（
士
）
社
会
福

祉
主
事
（
士
）
、
介
護
福
祉
士
な

ど
の
保
健

・
医
療

・
福
祉

の
専

門
家
で
す
。

Ｑ
　

相
談
に
は

、
お
金
が
か

か

り
ま
す

か
？

Ａ
　

費
用
は
無
料
で
す

。

Ｑ

相
談
す

る
方

法
は
？

Ａ
　

お
近
く

の
在
宅
介
護
支

援

セ
ン

タ
ー
を
お
訪
ね

い
た
だ
く

か
、
電
話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
、
直
接

お
宅
に
訪
問
し
て

の
相

談
に
も

応
じ
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援

セ
ン

タ
ー
で

は
、
脳
卒
中
等
で
倒

れ
、
閉

じ

こ
も
り

が
ち
な
人

へ
の
市

の
保

健
サ

ー
ビ
ス

や
配
食
サ

ー
ビ
ス

等

の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
紹
介

、

利
用
調
整
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
用
品

の
展
示

を
し

使
用
方
法
や

購
入
方
法

な
ど
に

つ

い
て
助

言
も
し

て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
関
す

る
身

近
な
相

談
場
所
と
し
て
、

お
気

軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

問保健福祉課保健係R366

健康診査

在
宅
介
護
の
窓
口
か
ら

第
一
回
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

問
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護

支
援
課
内
）
3
6
6
・
7
3
4
3

紙
敷

・
串
崎

新

田
の
各
一
部

変
更
地
区

紙
敷

一
丁

目

新
町
名

松戸・明地区

医療機関名 所 在 電話番号

青山デンタルクリニツク 上本郷 36ワー8 陷1

明石歯科医院 本町 365-3712

芦田歯科医院 松戸新田 362-34 ∠16

植田歯科 松戸 362-3142

宇佐美歯科医院 松戸 362-520ﾜ

宇津美歯科医院 胡録台 362-8688

大塚歯科医院 松戸 366-26ﾜ9

大山口歯科医院 緑ヶ丘 362-5992

岡野歯科医院 北松戸 363-4631

OZDENNTAL CLINIC 松戸 363-0100

加藤歯科クリニック 北松戸 363- ∠囗82

上本郷歯科医院 仲井町 364-163ﾜ

北原歯科医院 松戸 367-5001

きたまつど歯科 上本郷 308-6 ∠180

北村歯科診療室 仲井町 368-23ﾜ1

小泉歯科医院 松戸 365-2233

皓歯科クリニ ソヽク 本町 36ﾜ 一2350

小根本歯科クリニック 小根本 363-1ﾜﾜ1

小林歯科クリニック 根本 36∠1-1616

小山歯科医院 小山 36ワー1053

斉藤デンタルクリニツク 松戸 368 一25 引

佐藤歯科医院 根本 367-1548

嶋岫歯科クリニック 松戸 36∠1-66ﾜ５

シュン歯科 稔台 365-3823

スギタ歯科医院 栄町 365-3945

砂長歯科医院 稔台 362-08ﾜ ３

太陽歯科クリニック 本町 368-6829

タウン歯科 稔台 36ツー4184

高田歯科医院 上本郷 363-6807

高橋デン仞レクリニツク 稔台 392-ﾜ014

武田歯科医院 松戸新田 365-2232

中村歯科医院 上本郷 3引 －ﾜﾜ36

平岡歯科医院 本町 364-6666

平岡歯科医院 松戸新田 368-8200

平 山歯科 松戸 367-9631

福武歯科医院 仲井町 364-ﾜ363

藤歯科医院 松戸新田 368-3260

町山歯科 上本郷 362 ―3000

松戸歯科クリニック 松戸 36ワー65201

松戸デンタルクリニツク 松戸 364-5308

南花島歯科診療所 南花島 365-3796

稔台歯科 稔台 36ワー660ﾜ

宮本歯科医院 根本 362-2876

森歯科医院 本町 362-2ﾜ00

湯浅歯科医院 根本 363-6 ∠180

馬橋・新松戸地区

医療機関名 所 在 電話番号

あらき歯科クリニック 西馬橋蔵元町 309-2610

あんびる歯科医 院 馬橋 340-0144

恩田歯科医院 中和齎 3∠に3-2325

金子医院 西馬橋蔵元町 342-9812

神谷歯科医院 中和倉 343-8958

くらもち歯科医 院 新松戸 343 一1224

蔵元歯科医院 西馬梹蔵元町 343-8ﾜ82

＜ろか わ歯科 新松戸 340-4618

けいあい歯科 西馬梔蔵元町 343-55ﾜﾏ

小谷歯科医院 新松戸 345-28 巧

東風歯科医院 馬橋 3∠同一3219

小林デンタルクリニック 西馬榲相川町 344-4 引 ５

佐藤歯科医院 新松戸 342-1834

白石歯科医院 八ヶ畸 343-5711

新松戸歯科 新松戸 345-1536

新松戸石崎歯科医院 新松戸 344- ∠囗28

新松戸総合歯科診療所 新松戸 344-6320

高野歯科医院 横須賀 3印-2596

高橋歯科クリニック 新松戸南 344- 引62

とうない歯科 新松戸 3∠16―3213

長岡デンタルクリニツク 新松戸 344-1391

中和倉歯科医 院 中和倉 3副 一6290

八ヶ綺斉藤歯科医院 八ヶ畸 342-5 稀3

藤田歯科医院 西馬橋 3∠1ワー9ﾜ23

ニツ木歯科医 院 ニツ木 343-5ﾜﾜﾜ

小児歯科ポプラ診療室 新松戸 345-89 副

本間歯科 馬橋 3∠囗－30 ∠15

まつばら歯科 西馬榲 348-1846

よこ山歯科医院 新松戸 346- ∠1ﾜ89

東部・矢切地区

医療機関名 所 在 電話番号

稲富歯科クリニック 秋山 391 ―8148

植田歯科クリニック 和名ヶ 谷 392 ―5665

大橋歯科医院 下矢切 362-ﾜ506

オコヒ ラ歯科 三矢小台 365- ∠囗80

小松歯科医 院 高塚新田 392- ∠囗80

瀬畑歯科医 院 三矢小台 36ツー0120

長島歯科医院 下矢切 363-3321

中村デンタルクリニツク 高塚新田 391-6683

本山歯科医院 三矢小台 362- ∠↓9ﾜ３

森歯科医院二十世紀

が丘診療所

二十世紀が

丘美野里町
368-8336

森本歯科医院 三矢小台 360-1955

わたな べ歯科
二十世紀が

(-T^b 11 lEBT
391-0808

常盤平・五香地区

医療機関名 所 在 電話番号

新井歯科医 院 五香南 384 一刀08

有井歯科医 院 五香西 385-5245

岩井歯科医 院 金ヶ作 385-2696

追立歯科医 院 常盤平 38ワー545ﾜ

大久保歯科診療所 六実 384-1982

大越歯科 六実 385 一回64

恩田歯科クリニ ソヽク 常盤平 386-6482

片山歯科医 院 常盤平 38ワー2916

河上歯科医 院 常盤平西窪町 388-1654

五香歯科医 院 常盤平 384-ﾜ556

コタニゲリ ーン歯科 日暮 386-2ﾜ38

後藤歯科 常盤平 384-7566

桜井歯科医 院 常盤平 38∠1―13ﾜ8

しいの木台歯科 沼南町高柳新ｍ 388-0881

高橋歯科医 院 松飛台 38ワー26ﾜ9

高柳歯科医 院 沼南町高柳 0471-91-4950

と みやま歯科 常盤平 383-1184

なおい歯科医院 六高台 38ツー64 石弓

長坂歯科医院 六実 385-3ﾜ88

成島歯科 常盤平 38ツー0894

ニトリ歯科クリニック 日暮 38ツー卩82

小金・小金原地区

医療機関名 所 在 電話番号

あべ歯科医院 小金 342-2281

板野外科歯科 小金 345-383ﾜ

伊藤歯科医院 ご ｼ 木゙ 3∠13―6900

おおく よ歯科医院 中金杉 3∠1-6―8800

大谷口歯科クリニック 大谷口 348-8841

岡田歯科医院 大谷口 3∠囗一 員60

ﾀﾄ苑歯科松戸診療所 小金原 343-022 ∠1

きよしヶ丘歯科診療所 小金きよしケ丘 343 一一6862

国谷歯科医院 中金杉 345-0056

栗ケ沢歯科 小金原 343-6956

小金原歯科 小金原 3∠16―6408

斉藤歯科医院 小金原 343-1325

医療機関名 所 在 電話番号

野本歯科医院 常盤平西窪町 386 一3055

橋本歯科医院 常盤平 384-ﾜ266

原歯科医院 常盤平 387-819ﾜ

東歯科医院 常盤平 388 － 纐98

日暮歯科医院 日暮 386-339 ∠↑

平賀歯科医院 常盤平 38ﾜ 一ﾜﾜ 纐

平賀デンタルオフィス 常盤平 388-3188

福島 歯科医院 常盤平双葉町 38ワー1096

ふま歯科医院 六高台 383-0600

牧の原斉藤歯科医 院 牧の原 385-2ﾜ88

三国歯科医院 五香南 383-11ﾜ0

宮鵈歯科医院 五香南 38ワー0068

六実後藤歯科医院 六高台 384-1223

むら かみ歯科医院 六高台 394-6660

むらやま歯科ケリニック 常盤平 394-5050

森元歯科医院 日暮 386-6811

やばしら歯科 金ケ作 385-3591

やばしら歯科駅ﾋﾞﾙ診療所 日暮 38∠ﾄ ∠ー囗82

山本歯科医院 串畸南町 389-88 ∠凵

ゆう かリ歯科 常盤平柳町 388-0620

脇谷歯科クリニック 六高台 384-1580

’ － ｒ － 〃 み冫 〃 　 　 〃 　 　 　 　 ¶ 　 　 　 　 　 －

医療機関名 所 在 電話番号

しんぽ歯科医 院 小金原 340 一 諂IB

殿平賀歯科医院 殿平賀 3利 一ﾜ5ﾜ6

生木歯科医院 小金原 344-6326

塙歯科医院 小金原 342-10ﾜ0

ハヤカワ歯科 小金原 346-3535

半田歯科医院 小金 344-5280

平井歯科医院 小金 3∠同一64 引

藤井歯科医院 小金原 345-0418

宮坂歯科医院 小金きよしヶ丘 341-285 ワ

谷津歯科医院 小金原 343-2020

横山歯科医院 小金原 343-4585

古田歯科クリニック 小金原 343-3592

渡辺歯科クリニック 小金きよしヶ丘 344-ﾏﾜ34
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会 場 名 コ ー ス 名 実施日 時間 定員 申込締切日

松 戸国際 高校 ‾

１ 7/26W ・27窗 午前9時～午後4時 40人 6/26W
２ 7/28は)・29日 午前9時～午後4時 40 人 6/28困

３ 8/25c ・26(E]) 午前9時～午後4時 40 人 7/25 團

松戸 南高 校

１
7/22(日)・28(土)・

29(日)、8/5(1日)
午前9時～正午 20 人 6/22R

２
7/22(日卜28( 土)・

29(日)、8/5(1[])
午後1時～4時 20人 6/22R

松 戸 馬 橋 高 校

※マッキントッシュ使用
１

7/24W ・25困・
26(村

午前9時～午後1時 40人 6/24日

対象県内在住の20 歳以上の人でパソコンの初心者

圃往復ハガキに、氏名（フリガナ）・年齢・連絡先・電話番号・受講希望講座（第1・第2

希望の会場名とコース名）を記入して 、〒260-866 「7千葉市中央区市場町1の1　 千葉県

企画部企画政策課ＩＴ講習推進事務局(≪043-223-2401～2402）へ

テクノ21　パソコン講座のお知らせ
■パソコン操作修得コース

時間午前9時30 分～午後4 時30 分

職者 費用無料（テキスト代実費）

講座名 日 程 定員

初めての
パソコン
コース

⑧7/ 3㈲・4 ㈲・　5困

吝20人

⑨7/10㈲・11 ㈲・12≪

パソコン
活用コー
ス

⑧7/ 7倒・14仕)・21R

⑦7/17㈲・18伽・19 ㈲

⑧7/24^ ・25團・26 ㈲

期 日 利用時関 期日 利用時間7/2

午後6時～9時 7/18 ㈲ 午後6時～9時

4㈲ 午後6時～9時 23(月) 午後6時～9聘

8(日)

午前9時30 分

～午後O時30 分
,，25㈲ 午後6時～9時

午後1時30 分
～4時30 分

28(土)

午前9時30 分

～午後O時30 分

9 ㈲ 午後6時～9時 午後1時30 分
～4時30 分11㈲ 午後6時～9時

16(月) 午後6時～9時 31(火) 午後6時～9時

圃6月１１日（月）（パソコン操作修得コース）、6月15日窗（IT学習支援コース）各午前9時から、直

接松戸地域職業訓練センター窓口 （小金原1 の19の3≪349  3200) へ

※受付開始時に定員を超えた場合は、抽選となります。

※募集は毎月行います。

期 日 会　場 時 間 プログラム

6/6 ㈲ 五香市民センタ¬ 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

7㈲ 、古ヶ崎市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

8 稔台市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

13 図書館本館 午後3時30 分～4時 絵本「かさどろぼう」ほか

14 矢切公民館 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

15銜 小金市民センター 午後3時～3時30分 アニメーション・人形劇

20㈲ 図書館小金分館 午後3時～3時30分 絵本「かさどろぼう」ほか

21㈲ 八ヶ崎市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

22 小金北市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

7/4 休卜 野菊野こども館 午前11時～11時30 分 絵本とミニ講座

対象3～9歳程度　持ち物ビニール袋（靴用）　費用無料

※アニメーション ＝「どろんこハリー」､人形劇＝「マウイ、太陽をつかまえる」

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

固市立図書館a  365-5115

（
松
戸
で
は
８
時
に
な
っ
た
ら

お
は
な
し
タ
イ
ム

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

広報ま つ ど2001 年(平成13年)6月5日

平成12 年度下半期の財政事情を公表します。 12年度

は、総合計画に基づく第1 次実施計画の中間年次とな つ

た年であり、計画に盛り込まれた諸施策の目標達成のた

め、歳入の確保と歳出の効率的な執行に努めてまいりま

した。

今後も評価システムの導入や財政改革計画を着実に達

成することで、事務事業の見直し等を実施し、それによ

り経費節減を図りながらすべての市民が安心して潤いの

ある生活ができるまちづくりの達成を目指します。
財務本部企画管理室

市民の負担,状況

皆さんにご負担いただいた市税を市民1

人当たり、また1世帯当たりに換算したも

のは、下表のようになっています。

区 分 世帯当たり 1人当たり、

市 民 税 17万4,ﾜ66円 7万583 円

固定資産税 11万8,995 円 4万8,059 円

都市計画税 2万2,364 円 9,032円

そ の 他 2万2,076 円 8,916円

合 計 33万8,201 円 13万6,590円

特別・企業会計への繰出金の状況

一般会計から下記の各会計へ繰り出して使用しています。

一般会計 繰出先の会計名

款 繰出金額

民生費

30 億9,604 万9千円 国民健康保険特別会計

11億2,788 万3千円 介護保険特別会計

衛生費

14億8,891 万6千円 老人保健事業特別会計

1億6,706万4千円 水道事業会計

26億9,341万7千円 病院事業会計

商工費 1億9,384 万4千円 公設地方卸売市場事業特別会計

土木費

1億5,500万円 駐車場事業特別会計

52億円 下水道事業特別会計

合 計 141億2,217万3千円

市有財産の現在高

市の財産には，土地や建物のほか，特定の目的のために資金

を積み立てたり，定額の資金を運用するために設けた基金など

があります。主な財産の現在高は ，下記のとおりです。

１　基 金

①土地開発基金………………………………………　48 億円

②財政調整基金………………………　21 億3,064 万9 千円

③国民年金印紙購入基金…………………………　850 万円

④高額療養翡貸付基金…………………………　1,500 万円

⑤学童災害共済基金………………………　2,275 万1 千円

⑥松本清奨学基金………………………………　5,000 万円

⑦福祉基金……………………………･……　2 億6,901 万円

⑧美術品等取得基金………………………　4億1,000万円

⑧国民健康保険事業財政調整基金……　14 億6,100 万円

⑩白井聖地公園基金………………………　5,769 万6 千円

⑥文化施設建設基金……………………1 億2,288 万4 千円

⑩市債管理基金…………………………………　2,500 万円

⑩平和基金……………………………………………　1 億円

⑩少子化対策基金……………………………　1 億584 万円

⑩職員退職手当基金…………………………………　2 億円

⑩介護保険円滑導入基金…………………　4億7,161万円

⑥介護給付費準備基金………………　4億4,198万3千円

⑩高額介護サービス費等貸付基金……………　1,000 万円

⑩高志教育振興基金…………………………………　3 億円

２　有価証券および出資による権利…　24 億5,528 万8 千円

３　土地および建物

①土地3,053,824.62m2  (うち土地開発基金22,571.30m2)

②建物　888,509.85m2

4　 車両（総台数426 台）

①乗用車…28 台　②貨物車……126 台　 ③消防車…77 台

④救急車…11 台　⑤軽自動車…101 台　 ⑥その他･‥83台

地方債の現在高
市は 、教育・土木・社会福祉・衛生・消防など各種事業を行

っています。これらの経費は、市民の皆さんに負担していただ

く市税、国や県からの補助金など 、その年度の収入で賄われて

います。

しかし 、事業の効果が後世にも及ぶものについては、将来の

市民の皆さんにもその負担をしていただいた方が、税負担の公

平を図ることができることから 、市は国や銀行などから長期で

返済する資金( 地方債)を借りてそれを費用の一部に充てて事業

を進めています。

借入金残高は 、下表のとおりです。今後とも 、将来の財政負

担を十分に考慮しながら地方債を活用していきます。

一時 借入 金の 現 在高

一 般 会 計

一般会計予算の執行状況は下表のとおりです。平成12 年度の最終予算額( 予算

現額)は1,144 億3,338 万8千円になりました。

当初予算額は1,092億1,600万円でしたが，その後3回の補正によって，52億

1,738万8千円を追加したものです。

特別会計

予算額に対して、平成13 年3 月31 日現在の収入済額は1,075 億7,484 万4千円

で 、収入率は94 ％です。支出済額は1,012 億7,297 万7 千円で執行率は88.5 ％で

す。一時的な支払い資金の不足が生じ たときは、財政調整基金等を繰り替え使

用しますが、5月末日までには不足額に見合う収入がありますので、不足額は補

てんされます。

国民健康保険や下水道などの特定の事業については、原則としてその収入を

支出に充てるため、一般会計とは別に特別会計としています。

国民健康保険特別会計ほか6特別会計の予算執行状況は、下表のとおりです。

会計名 崖予算現額
収入済額

収入率(％) 支出済額 執行率(％)

国民健康保険特別会計 283 億4,400 万1千円 264 億6,ﾜ31 万ﾜ千円 93.4 246 億1,496万5千円 86.8

松戸競輪特別会計 123 億8,498 万8千円 88億9,459 万4千円 71.8 85億5,245万1千円 69.1

下水道事業特別会計
(13億5,476万円)

152億8,920万8千円

(13億5,476万円)

100 億8,911 万6千円

(100.0)

66.0

(12 億9,365 万4千円)

114億9,157万5千円

(95.5)

75.2

公設地方卸売市場事業

特別会計
5億100 万2千円 4億6,047万4千円 91.9 4億1,426万1千円 82.7

老人保健事業特別会計 226億4,507万8千円 212 億3,695 万6千円 93.8 204 億1,843万8千円 90.2

駐車場事業特別会計 2億4,730 万2千円 2偸億4,08ﾜ万5千円 97.4 2億2,661万4千円 91.6

介護保険特別会計 72億4,4ﾜ8万円 71億8,895 万6千円 99.2 61 億4,968 万5千円 84.9

合 計
(13 億5,476 万円)

866 億5,635 万9千円

(13億5,476万円)

745億7,828万8千円

(100,0)

86.1

(12億9,365 万4千円)

7ﾜ18億6,798万9千円

(95.5)

82.9

企業会計
水道事業および病院事業会計の予算執行状況は、下表の

とおりです。各公営企業とも健全な経営に努めています。

収益的収支

…経常的な収入と支出

資本的収支
…建物や備品などにか

かる収入と支出

区分 予算現額 収入支出済額 収入・執行率(%)

水
道
事
業
会
計

収益的収入 17億8,183万ﾜ千円 17億6,221万5千円 98.9

収益的支出 17億12,453万1千円 16億9,829万円 98.5

資本的収入 6億7,038万1千円 ﾜ億5,011 万3千円 111.9

(逓次繰越)

資本的支出

(777万3千円)
8億6,776万ﾜ千円

(777万2千円)

8億5,460 万8千円

(99.9)

98.5

病
院
事
業
会
計

収益的収入 168億8,487万5千円 167億8,819万円 99.4

収益的支出 168億8,487万5千円 167 億5,926 万3千円 99.3

資本的収入 3億9,149 万4千円 3億9,533 万6千円 101.0

資本的支出 7億9,192万1千円 7億ﾜ,278万3千円 97.6

千
葉
県
Ｉ
Ｔ
講
習
会

財政事情の公表

平成13年3月31日現在

人口　461，562人世帯　186,412 世帯

で算出

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
画
観
覧
者
を
募
集

平成１２年度下半期（平成12年10月1日～13年3月31日）

歳出

収入額が支出額に不足する額は、内部留保資金で補てんします。

市

内

の

水

道
は

、
県

営

の

も
の
と

市

営

の

も
の

が

あ
り

ま

す
が

、
こ

れ

は
市
営
に
つ

い
で
で
す
。

市

立

病

院
と

福

祉
医

療

セ

ン

タ

ー
東

松
戸

病

院

を
合
わ
せ

た
収
支
で
す

。

民生費

公債

費

土木費

衛生費

教育費

総務費

その他

歳入

市税

地方

交付税

国庫
支出金

市債

その他

地方債
の現在高

■IT 学習支援コース

(パソコンを使用しての自主学習)

定員各回20 人　費用無料
対象求

県支出金・使用料および
手数料・諸収入など

市が国や銀行から
長期に借りたお金

国が負担する負担金
・補助金・委託金

自治体が一定水準の財
政運営を行うために国

から交付されるお金

予算現額

収入率

市民税・固定資

産税・市たばこ
税・都市計画税
など

ごみ対策や保健衛生
の充実

教育・文化・スポー
ツの振興など

市役所の事務管理や広
報まつどの発行など

消防費・議会費・商工

費・農林水産業費など
社会施設や児童福祉の充実

市債の返済に
充てるもの

道路・河川・公園の整備など

水道事業債病院事業債

駐車場債･

下水道債

特別会計

企業会計

教育債

衛生債

市民税減税等補てん債総務債．

その他

一
般
会
計
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チャンネル※タイトルが色刷りのものは､ 市等の主催です

【
】
再

生

自

転

車

を

販

売

６
月
９
日
土
～
1
2
日
火
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
会
場
生
き
が

い
福
祉

セ
ン
タ
ー・
　
販
売
台

数
四

十
台

（
売
り

切
れ
次
第
終
了

）

価

格
六
千
円
～

一
万
円

（
消

費
税

込

み
、

防
犯

登
録

付
き
）．

交
通

五
香

駅
東
口

か
ら
新
京

成

バ
ス
で

新

栄
町
入
口
下

車

問
社
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
3
8
4・
3
1
9
1

県民の日を記念して

6月15日(金)施設無料解放

星

空

観

望

会

６
月
2
3日

出
午

後
６
時
か
ら

会

場
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
と
屋
上
　

内
容

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム
見
学

の
後

、
天

体
望
遠
鏡
で
月

や
火
星
を
観
望

〔
雨
天

・
曇
天

時

は

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
見

学
の
み
〕

定
員
先
着
八
十
人
　
費
用
無
料

※
団
体
（
二
十
人
以
上
）
は
ご
相

教

科

書

展

示

会

６
月
2
2
日
金
～
７
月
1
1
1
1
日
水
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0
分
土

’
日
曜
日
を
除
ぐ
）
　
会
場
松
戸

教
科
書

セ
ン
タ
ー

（
東

葛
飾
合
同

庁
舎
内
）

※
閲

覧
自
由

問
松
戸
教
科
書
展
示
セ
ン
タ
ー

3
6
1
・
2
1
2
4

日

本

看

護

サ

ミ

ッ

ト

ち

ば

二

〇

〇

一

７
月
2
6
日
木
・
2
7
日
金
会
場

幕
張

メ
ッ
セ

（
千

葉
市
）
　

内
容

特
別

講
演

（
柳
田

邦
男
氏
）
　・
分

科
会
・
総
括
フ
ォ
圭
フ
ム
（
南
野

知
恵
子
氏

ほ
か
）
　

定
員

先
着
二

千
四
百
人
　
費
用
無
料

問
日
本
看
護
サ
ミ
ッ
ト
ち
ば
二
〇

〇

一
事

務
局
0
4
3
・
2
9
6
・
０
０
０

１

施設名 利用時問 問い合わせ先

市立博物館

(常設・特別

展示) 午前9時30分

～午後5時

※入館時間は午後

4時30 分まで

市立博物館

384 ―8181

戸定歴史館

戸定邸

戸定歴史館

362 ―2050

市民会館プラ

ネタリウム

(投影時間約50分)

①午前10時～

②午後1時30 分～

③午後3時30 分～

市民会館プラ

ネタリウム室

368―1237

クリーンセン

ター温水プー

ル(高柳新田)

(2時間で入れ替え)

①午前9時～11時

②正午～午後2時

③午後3時～5時

クリーンセン

ター

Q385―7100

(公募展)

日時…6月12日(火）～24日(日)午前10

時～午後6時(6月18日月は文化ホ

ールは休館,24 日(日)は午後4時まで)

会場…文化ホールおよびアートス

ポットまつど( 伊勢丹松戸店新館

9階)

内容…日本画・洋画・彫刻

費用…入場無料

問社会教育課市民文化係3366―

朗

読
を
き
く

か
い

7462

昨
年
の
彫
刻
の
部

記
念
展
賞
受
賞
作
品

「
憶
」

力
ロ
ー
リ
ン
グ

は

ら

ぺ

こ

あ

お

む

し

と

だ

ん

ま

り

こ

お

ろ

ぎ

６
月
1
5
日
金
午
後
２
時
開
演

会
場
市
民
会
館

内
容
カ
ナ

ダ
の

人
形

劇
団

マ
ー
メ
イ

ド
シ
ア
タ
ー

オ

ブ
ノ

ー
バ
ス
コ

ー
シ
ア
が
演
じ

る
人
形
劇
費
用
二
千
円
（
三
歳

～
中
学
生
は
千
七
百
円
）

問
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
青
木
3
8
6

・
9
1
5
4

野

の

花

探

訪

ハ

イ

キ

ン

グ

６
月
2
3日

出
午
前
７

時
新
松

戸

駅
前
集
合

（
午
後

７
時
解
散
予
定

行
き
先
焼
山
峠
周
辺

（
山
梨

県
）

内
容
乙
女
高
原
と
小
楢
山
へ
の
ハ

イ
キ
ン

グ
（
四
時
間

歩
行
）
　

対

像
六
十
歳
ま
で
の
人
費
用
三
千

五
百
円

（
交
通
費

・
保

険
料

等
）

問
山
遊
塾
・
永
田
0
9
0
・
８
８
０

３
・
8
3
4
6

６
月
1
3
日
困
午
前
1
0
時
～
1
1
時

3
0分

会
場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康

福
祉
会
館
）
　

内
容
松
戸
朗
読
奉

仕
会

会
員
に
よ

る
朗

読
「
べ
口
出

し

チ
ョ
ン

マ
」
斎
藤

隆
介

著
ほ
か

対
象
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て

い
る

人
お
よ
び
そ
れ
に
淮
す

る
人

（
付

き
添
い
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
）

費
用
無
料

問
健
康
福
祉
会
館
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
3
8
3
・
7
1
1
1
F
A
X
3
8
3
・

自

宅

の

耐

震

相

談

６
月
2
7
日
水
干
前
1
0
時
～
午
後

４
時
会
場
市
役
所
本
館
二
階
第

二

会
議
室
　

内

容
木
造
住
宅

の
簡

易
耐
震
診
断

・
補
強
方
法

の
相

談

持
ち
物
自
宅
の
平
面
図
（
間
取
り

図
）
費
用
無
料

申
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備

係
3
6
6
・
7
3
6
8

へ

「

県

民

の

日

」

東

葛

テ

ク

ノ

プ

ラ

ザ

施

設

見

学

会

６
月
1
5
日
金
午
後
１
時
～
５
時

会
場
東
葛

テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ
（
柏

市
）

内
容
職
員

が
施
設
内
を
案
内
　

対

象
原
則
と
し
て
小
学
四
年
生
以

上

の
人

（
小
学
生

は
保

護
者
同
伴
）

費
用
無
料

申
直
接
会
場
で

※
団
体
で
の
利
用
は
事
前
に
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

問
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
事
業
推
進

グ
ル

ー
プ

０
４
７

１

・
3
3・
０

６
月
９
日
土
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉
会

館
）
　
内
容
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た

レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン
　

対
象

障
害

者
手
帳
を
持

っ
て

い
る
人

お
よ

び

そ
れ
に
淮
ず
る
人
　
費
用
無
料

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
氏
名

・
電
話

（
フ
ァ

ク
ス
）
番
号
を
記

入
し
て
、
健
康
福
祉
会
館

障
害

者

福
祉
セ
ン
タ
ー
3
8
3
・
7
1
1
1

F
A
X
3
8
3
・
7
8
1
0
へ

コ

ー

ル

ー
モ

ア

コ

ン

サ

ー

６
月
1
6
日
土
午
後
２
時
～
４
時

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
フ
ル

ー
ト
演
奏

・
ピ
ア
ノ

連
弾

・
合
唱

ほ
か
　

費
用

無
料

問
コ
ー
ル
・
モ
ア
・
森
田
3
4
3
・

劇

団

カ

ッ

パ

座

公

演

「
笠

地

蔵

」

７
月
2
9
日
日
午
後
１
時
3
0
分
開

演

会
場

森
の

ホ
ー
ル
2
1

春
用

二
千
二
百
円
（
７
月
1
5
日
ま
で
千

八
百
円
、
1
6日

～
2
8日
二
千
円

）

問
松
戸
カ
ッ
パ
友
の
会
3
6
8
・
２

小

金

原

保

育

の

会

幼

児

教

室

ガ

レ

ー

ジ

セ

ー

ル

６
月
９
日
土
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
小
金
原
保
育
の
会
幼
児
教
室

内

容
手
作
り

パ
ン

・
せ

っ
け
ん
、

リ
サ
イ

ク
ル
衣
料

、
日
用
品

問
武
中
＆
3
4
5
・
0
0
1
2

女

性

の

た

め

の

相

談

室

毎
週
水
曜
日
午
前
９

時
3
0分
～

午
後
９
時

会
場

女
性
セ
ン

タ
ー

ゆ
う
ま

つ
ど
　
内

容
生
き
方

や
性

格
・
人
間
関
係
な
ど
　
費
用
無
料

※
秘
密
厳
守

※
託
児
あ
り

（
要

予
約
）

申
電
話
で
松
戸
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
会
・
生
木
3
6
3・
0
5
0
5

（
水

曜
日
の
み
）
　へ

ペ

ッ

ト

の

健

や

か

な

シ

ニ

ア

ラ

イ

フ

の

た

め

に

７
月
１
日
日
午
後
１
時
～
３
時

3
0分

会
場
市
民
会
館

内
容

犬

・
猫
の
老
齢
期

の
病

気
と
予
防
、

家
庭
で
す
る
介
護
　
講
師
獣
医
師

・
谷
口
存
広
氏
費
用
無
料

問
千
葉
県
愛
玩
動
物
飼
養
管
理
士

会
事
務
局

・
川
岸
3
7
8
・
２

２
８

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会６
月
1
3
日
水
～
1
5
日
金
午
前
９

時
～
午
後
４
時
会
場
総
合
福
祉

会
館
　

内

容
陶
芸

・
縫
製

・
園
芸

問
の
ぞ
み
学
園
登
3
6
8
・
1
6
3
2

社

交

ダ

ン

ス

ミ

ニ

パ

ー

テ

６
月
1
0
日
日
・
2
4
日
日
、
各
午

後
２
時
～

５
時

会

場
勤
労

会
館

内

容
オ
ー
ル
フ
リ

ー
タ
イ

ム
　

費

用

各
五
百
円

問
フ
リ
ー
ジ
ヤ
ふ
れ
あ
い
会
・
小

河
3
6
4
・
8
1
5
0

（
夜
間
の
み
）

借

地

借

家

の

無

料

相

談

６
月
９
日

出
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

奈
契

約
書

等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

問
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

3
4
5
・
3
5
4
8

シ

ン

ボ

ル

マ

ー

ク

を

募

集

松

戸
市
消

費
者
の
会
で
は
、
設

立
三

十
周
年

に
向
け
て
「
会
」
の

シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
慕
集
し
ま
す
。

使
用
目
的
「
買
い
物
袋
持
参
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等

各
種

啓
発
活
動
、

イ

ベ
ン
ト
等

の
印
刷
物
　

募

集
要

領
六
㌢
×
六
㌢
以
内
で
色
彩
は
自

由
　

採
用
発

表
広
報
ま

つ
ど
８
月

2
5日
号

の
紙
上

で

※
著
作

権
は
消

費
者
の
会
に
帰
属

し

ま
す
。
な
お
、
修
正
を
加
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

※
採
用

者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

申
６
月
3
0
日
出
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に
住
所

・
氏
名

・
電
話
番

号

・
図

柄
を
記
入
し

て
、

〒
2
7
0
－
0
0
2

3
松

戸
市
ハ

ケ
崎
三

の
三
六

の
四

千
葉
留
美
江
（
公
3
4
4
・
1
5
5
1
）

へ

流

れ

る

プ

ー

ル

に

ご

招

待

市
内

の
幼
稚

園
や
福
祉
施
設
の

園
児

（
付

添
人

を
含
む
）
を
団
体

で
招
待
し

ま
す
。

期
間
７
月
２
日
月
～
1
8
日
水
の

平
日
午
前
1
0時
～

午
後
１
時

※
母
子
家

庭
に
は
母
子

福
祉
推
進

員
を
通
じ
て
招
待

券
を
配
布

申
電
話
で
流
れ
る
プ
ー
ル
ア
ル
ト

ピ

ア
3
8
5・
1
0
8
0

へ

う

た

う

生

涯

学

習

成

果

発

表

会

．

６
月
1
7日

収
壬

間
９

時
3
0分
～

午
後
４
時

会

場
市
民
劇
場

内

容
歌
謡
指
導
と
会
員

の
歌

の
成

果

発
表
　
費
用
無
料

問
歌
謡
ボ
ー
カ
ル
同
好
会
・
柴
田

昔
3
4
3
・
4
6
3
6

若

生

一

葉

舞

踊

大

会

６
月
2
4
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後

７
時
会
場
市
民
会
館
内
容
舞

踊
発
表
　
費
用
蕪
料

問
若
生
舞
踊
連
合
会
・
石
田
3
4
4

・
2
2
2
7

防

鳥

（

ガ

ラ

ス

避

け

）

ネ

ッ

ト

を

無

料

配

布

ご
み
集
積
所
の

ガ
ラ
ス
避
け
と

し

て
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
か
ら
の
古

い
張

替
ネ
ッ
ト

の
寄
付
が
あ
り

ま

し
た
。
希
望
す
る
町
会
(
自
治
会
）

等

に
無
料
で
配

布
し

ま
す
。

配
布
枚
数
先
着
百
枚
程
度
(
一

町
会

一
枚

）

申
電
話
で
環
境

業
務
課
3
6
6
・

7
3
3
3

へ

交

通

遺

児

育

英

会

奨

学

生

を

募

集

財
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、
保

護

者
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、

重
い
後
遺
障
害
に
よ
り
働
け
ず
、

経
済
的
理

由
で
修
学
が
困

難
な
高

等
学
校
以

上
の
人
に
奨
学
金
お
よ

び
入

学
一
時
金
の
貸
付
を
無
利
子

で
行

っ
て

い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ

い
。

問
財
交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
課
登

0
3
・
３
５
８
１
・
2
2
7
4

千

葉

県

技

術

・

市

場

交

流

プ

ラ

ザ

の

参

加

者

を

募

集

参
加
企
業
相
互
に
よ
る
技
術

・

市

場
等
の
問
題
に
関
す
る
意
見

交

換
を
通
じ
、
新
技
術

・
新
製
品

の

研

究
・
開
発
、
新
分
野
の
開
拓
等

を
行
う
た
め
の
事
業
で
す
。

み

ん

な

で

歌

お

う

６
月
６
日
水
午
前
1
0
時
3
0
分
～

正
午
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま

つ
ど
　

内
容
6
0年
代

ポ
ピ
ュ

ラ

ー
ソ
ン
グ
を
歌
お
う
費
用
千
円

問
稲
垣
0
9
0
・
９
０
１
９
・
０
９

と

も

し

び

読

書

会

６
月
2
1
日
木
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
つ
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
森
」
野
上
弥
生
子
著

（
新
潮

文
庫
）
　

費

用

二
百
円

圉
電
話
で
武
田

０
４
７
１
・
5
8

・
5
0
5
4

へ

対
象
原
則
と
し
て
県
内
中
小
企

業
者
　

募
集
人
員
三
十
人
程
度

締
め
切
り
６
月
下

旬

（
定
員
に
な

り
次
第
締

め
切
り

）
　

春
用

無
料

※
申
込
書
は
市

商
工

観
光
課

（

3
6
6
・
7
3
2
7

）
に
あ
り
ま
す
。

問
財
千
葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

技
術
交
流
グ
ル
ー
プ
0
4
3
・
2
9
9
・

図

書

館

本

館

の

休

館

６
月
2
0
日
水
～
2
9
日
金
の
間
、

図
書
館
本
館

は
、
蔵
書
点
検
作
業

の
た

め
休
館
し

ま
す
。
な
お
、
分

館
は
通
常
通
び
開
館
し
て
い
ま
す
。

※
2
9日

は
館

内
整
理
の
た
め
全
館

休
館
と
な
り
ま
す
。

問
私
立
図
書
館
3
6
5
・
5
1
1
5

は

な

ま

る

く

ら

ぶ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

募

集

は
な
ま

る
く

ら
ぶ

（
障
害
を
持

っ
た
子

ど
も
た
ち
の
放
課
後
く
ら

ぶ
）

で
は
、
職
員

・
ア
ル

バ
イ
ト

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い

ま
す

（
障
害

を
持
っ
た
人
に
接
し

た
こ
と

が
な
い
人

で
も
大
歓
迎
）
。

活

動
日
月
～
土
曜
日
午
後

１
時

～

５
時
3
0分

（
第
二
・
四
土
曜
日

は
午
後
1
0
時
～
午
後
５
時
3
0
分
）

活
動
場
所
は
な
ま
る
く
ら
ぶ
（
五

香
西
六

の
六

の
七

）

固
は
な
ま
る
く
ら

ぶ

昔
3
8
6
・
2
0

2
8

（
活
動

時
間
内

）

お
知
ら
せ

第３６回松戸市美術展覧会

情報

談
く
だ
さ

い
。

申
電
話
で
市
民

会
館

プ
ラ
ネ

タ

リ

ウ
ム
室

昔
3
6
8

・
1
2
3
7

へ

ｌ
｜
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【
】
成

人

講

座

①
2
1世
紀
の
高
齢
者
の
く

ら
し

６
月
2
7日

團
午

前
1
0時
3
0分
～

正
午
会
場
（
実
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
攻
科
主
任

・

大
杉
直
行
氏
　
店
員
先
着
百
人

豊

田
無
料

②
日
本
の
話
芸
～
や
き
り
七
夕
寄

席
～７

月
７
日

出
午

後
１
時
3
0分
～

３
時
会
場
矢
切
公
民
館
講
師

む

か
し
家
今
松

師
匠
　

定
員
先
着

百
人
費
用
無
料

圃

①

②
と

も
電
話
で
公
民
館

昔
3
6
8

・
1
2
1
4

へ

「
」
か

し

わ
『
地

球

村

』
講

演

会

「

美

し

い
地

球

を

子

ど

も

た

ち

に

」７
月

１
日

㈲
午
後
１
時
3
0分
開

演

会

場
さ

わ
や
か
ち

ば
県
民

プ

ラ
ザ
　
講
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
地

球
村
』
代
表
高
木
善
之
氏
定

員
四
百
七
十
三
人
　
費
用
千
五
百

円

〔
前

売
り
千
二
百
円

、
中
学
生

以
下
五
百
円

（
要

予
約
）
〕

※
託
児

あ
り

（
要

予
約
）

圜
福
島

昔
3
4
2
・
9
1
9
5

【

】

柏

市

「

コ

マ

ー

シ

ャ

ル

コ

ン

テ

ス

ト

か

し

わ

発

見

」

内
容
柏
市
を
表
現
し
た
三
十
秒

の

コ

マ

ー

シ

ャ

ル

テ

ー

プ

※
詳
細
は
ス
ト
リ
ー
ト
・
ブ
レ
イ

カ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ン
で

ｈ

ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／

 
ｗ

ｗ

ｗ
.
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ

ｔ
ｂ
ｒ
ｅ
ａ

ｋ
ｅ

ｒ
ｓ
.ｏ
ｒ
ｇ

ぺ

固

柏

市

役

所

商

工

課

登

０

４

７

１

・

｛
ｗ

・
1
1
4
1

挺

一
〇

４

７

１

・

6 7

・
6
6
4
4

【
】
自
己
開
発
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
～

起

業

家

を

め

ざ

す

女

性

の

た

め

の

講

座

（

実

践

編

）

７

月

７

日

山

・
1
4
日

出

〔
全

二

回
〕
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
4
時

1
5分

会

場

県

女

性

セ

ン

タ

ー

内

容

起

業

を

考

え

る

女

性

を

対

象

に
、
具
体
的
な
起
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を

学

ぶ
　

対

象

県

内

在

住

・

在

勤

の

女

性
　

定

員

六

十

人

（
抽

選

）

費
用
無
料

圃

６

月
2
2
日

圏

ま

で

に

、

電

話

ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・

氏

名

・

電

話

番

号

・
受

講

の

動

機

（
何

を

し

た

い

か

、
い

つ

ご

ろ

起

業

し

た

い

か

等

）

を

記

入

し

て

、

〒

2
7
7
－
0
8
8
2

柏

市

柏

の

葉

四

の

三
の
一
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
　

千

葉

県

女

性

セ

ン

タ

ー

（
公

０

４

７

１
１
・
4
0
・

８

癶ｎ
ｙ
０

９（
））
　
へ

松
戸
史
談
会
講
演
会
「
ス

ラ
イ
ド
と
拓
木
と
お
話
で

綴る
東
葛
札
所
の
環
今
昔
」

６
月
1
0
日
㈲
午
後
１
時
～
３
時

会
場
馬
橋
東
市
民

セ
ン
タ
ー
　

内

容
江
戸
時
代

の
東
葛

地
域

（
八
市

町
）
を
巡

る
八
十
八
ヵ
所
札
所

の

旧
跡
と
今
の
模
様
費
用
無
料

圖
松
戸
史
談
会
・
神
尾

昔
3
4
1
・
2

4
5
8

（
夜
間
の
み
）

［

］
我

孫

子

市

劇

団

文

学

座

公

演

「
ほ

に

ほ

に

、

お

な

ご

医

者

（

せ

ん

せ

い

）
」

７
月

１
日

㈲
午
後
３
時
開
場

会

場
我
孫
子
市
民
会
館
　

主

演
佐

々
木
愛
氏
　
費
用
三
千
円

周
我
孫
子
市
教
育

委
員
会
文

化
課

公
０
４

７
１

・
8
5・
１
１
て
り
ｌ

［

］
流

山

市

「
心
の
歌
、
日
本
の
抒
情
Ⅱ
」

7
月
1
5
日
剛
午
後
1
時
3
0
分
開

場

会

場
流
山
市

文
化

会
館

ゲ

ス
ト
藤
原
歌

劇
団

・
鹿
野
章
人
氏

費
用
二
千
円

固
流
山
市
教

容
委
員
会
社
会

教
育

課

昔
０
４

７
１

・
5
0
･ 

―
i
O
^

【
】
講

演

会
「

ど

う

生

か

す

か

、

D
V
法
」
　
＼

６
月
2
4
口
日
午
後
２
時
～
４
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ま
つ

ど

内
容
民
間

シ
ェ
ル
タ

ー
を
運
営
す

る
現
場
か
ら
D
V
を
考
え
る

講
師
F
T
C
シ
ェ
ル
タ
ー
代
表
・

平
川

和
子
氏
　

定
員

先
着
七
十
人

費
用
無
料

※
一
時
保
育
あ
り

（
要
予

約
、
二

歳
以
上

・
先

着
八
人
、
費
用
二

百
円
）

匳
松
戸
婦
人

問
題
研

究
会
・
表
a

3
4
2
・
7
0
6
4

［

］
捨

て

な

い

で

！

た

ま

ご

の

カ

ラ

で

ポ

プ

リ

を

作

ろ

う

6
月
1
1
日
月
と
1
3
日
水
、
各
午

前
1
0
時
～
正
午
会
場
京
葉
ガ
ス

松

戸

第

ニ

ヒ

ル

五

階

会

議

室
　

講

師

ア

イ

デ

ア
生

活

研

究

会
　

定

員

各

先

着

二

十

四

人
　

持
ち

物

筆
記

用

具

・
お

し

ぼ
り
　

費
用

四

百

円

（
材

料

費

）

圃

電

話

で

消

費
生

活

課

登
3
6
6・
7

3
2
9

へ

［
］
竹

と

ん

ぼ

作

り

６
月
2
3日

出
午
後
２

時
～

３
時

と
午
後
3
時
～
4
時
会
場
常
盤

平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
小
学
二

年
生
以
上

の
人
　

定
員
各
二
十
五

人
費
用
五
十
円
（
材
料
費
）

圃
電
話
で
常
盤
平
児
童

福
祉
館

容

3
8
7
・
3
3
2
0

（
月

曜
休

館
）
　へ

口

運

転

免

許

特

別

講

習

会

6
月
2
4
日
収
午
前
1
0
時
工
止
午

会

場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康
福
祉
会

館
）
　
対
象
七
十
五
歳
未
満
で
一

年
以
内
に
免
許
更
新

の
人
　

定
員

先
着
六
十
人
　

費
用
千
七
百
円

※
当
講
習
を
受
け

た
人

は
更

新
時

の
講
習
が
免
除
さ
れ
ま
す

。

匣
６
月
1
5日
圏
〔
必

着
〕
ま
で
に

、

運
転
免
許
証

の
コ

ピ
ー

（
電
話
番

号
を
記
人
）
を

、
〒
2
7
0
－
2
2
5

2
松
戸
市
千
駄
堀

八
六
〇
　

松
戸

市
身
障
運
転
者

協
会
・
前
田
勝
義

（

一`
3
8
7
・
2
9
4
8

）
　へ

［
］
青

少

年

教

室

①
コ

カ
リ

ナ
コ

ン

サ

ー
ト

６
月
2
3日
出
午
後

２
時
～
３
時

3
0分

内
容
素
朴
で
や
さ
し
い
音

色
を
響
か
せ
る

「
木

の
オ
カ
リ
ナ
」

奏
者
黒
坂
黒

太
郎
氏
ほ
か

定
員

先
着
八
十
人
　

費
用
無
料

②
コ

カ
リ

ナ

講

座

６
月
3
0日
～
７
月
2
8日

の
毎
週

土
曜
日

〔
全
五
回
〕
午
後
２
時
3
0

分
～
４
時

対
象

小
学
三
年
生
以

上
の
親
子

定
員
先
着
十
五
組

費
用
四
千
五
百
円
（
コ
カ
リ
ナ
代
）

会
場
い
ず
れ
も
青
少
年
会
館

※
ど
ち
ら

か
だ
け
で

も
参
加
可

匝
電
話
で
青
少
年
会
館

豊
3
4
4
・
8

5
5
6

へ

「

」
ふ

す

ま

・

網

戸

の

張

り

替

え

講

習

会

６
月
2
6日

火
・
2
7日

水

〔
全
二

回
〕
、
午
前
1
0時
～

午
後
４
時

会
場

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ

ー
（
テ
ク
ノ
2
1）
　
対

象
車

内
在

住

で
六
十
歳
以
上

の
人
　

定
員
二
十

人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃
６
月
1
5日

窗
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
万一－
2
2
5
1

松

戸
市

金
ケ
作

二
七
七

の
四
　

齟
松

戸
市

シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー

（

容
3
8
4
・
3
1

9
1
）
　へ

【
】
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

①
ハ

ー
プ
で
作
る
虫
除
け
ス
プ
レ

ー
６
月
2
2日

蚩
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
Ｏ
時
3
0
分
店
員
先
着
十
八

人
費
用
二
千
百
円
（
材
料
費
）

②
初
夏
の
グ
リ

ー
ン

ア
レ
ン
ジ

メ

ン
ト
教

室

６
月
2
5日

丱
午
前
1
0時
～
正

午

定
員

先
着
十
八
人
　

費
用
二
千
八

百
円

（
材

料
費
）

会

場
①

②
と
も
松
戸
ま
ち
づ
く

堊

父
流
室

テ
ン
ト
小
屋

圉
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
テ
ン

ト
小
屋

昔
3
6
7
・
8
8
8
9

隰
3
6
7
・

8
8
2
7

へ

スポーツ教室

圃当日会場で

「
」
盆

踊

り

講

習

会

６
月
1
6日

出
・
2
3日

出
午
後
７

時
～
８
時
3
0
分
会
場
市
民
会
館

内
容

市
民
を
対
象
に
し

た
盆
踊
り

講
習
会
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
民

踊
愛

好
会
・
渋

谷

昔
3
4
6
・
2
2
5
5

へ

［
］
母

親

講

座

（

お

父

さ

ん

も

子

育

て

）

６
月
1
4日

閑
午

前
1
0時
3
0分
～

正

午

会
場
勤
労
会
館

内

容
お

父

さ
ん
と
お
母

さ
ん
が
協
方
し
て

子
育
て
す
る
に
は
　
費
用
無
料

固

曲
倫
理
研
究
所
市
川
支
所
松
戸

ブ
ロ
ッ
ク
・
林

昔
3
6
3
・
7
5
5
5

【

】
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

絵

画

の

見

方

、

買

い

方

」

６
月
1
7
日
㈲
午
後
２
時
～
３
時

3
0
分
会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
三

階
（
八
柱
駅

）
　

講
師
画
廊

経
営

者
・
鈴
木
昇
氏
費
用
無
料

圖
金
本

（
サ
ン
ヨ

ー
ホ
ー
ム
内

）

昔
3
8
6
・
Ｏ
ｎ
乙
０乙
】１

［
］
市

民

体

力

測

定
　

６
月
1
7日
収
午
前

９
時
～
正

午

会
場
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
競
技

場
　

対

象
二
十
～
七
十
九
歳

の
人

内
容
二
十
～
六
十
四

歳

＝
握
力

・

上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反

復
横
と
び
・
二
十
㍍
シ
ヤ
ト
ル
ラ

ン
（
往
復
持
久
走
）
　
・
立
ち
幅
と

び
　

六
十
五
～
七
十
九
歳

＝
握
力

・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体
同
屈
・

開
眼
片
足
立
ち
・
十
㍍
障
害
物
歩

行
・
六
分
間
歩
行
費
用
無
料

匣
６
月
1
3日

水
ま

で
に
、
直
接

ま

た
は
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
で
ス

ポ
ー

ツ
課

昔
3
6
3
・
9
2
4
1

隰
3
6
9
・
4

2
5
4

へ

［

］
夏

季

市

民

野

球

大

会

参

加

・

抽

選

会

６
月
1
6日
田

午
後
５
時
～
７
時

会
場
松
戸
運
動
公
園
武

道
館

会
議

室

対

象
市

内
在
住

・
在
勤
者

で

編
成

さ
れ
た
チ

ー
ム
で
①

春
季

市

民

野
球
大
会

一
回
戦
敗
退
チ

ー
ム

【
】
三

十

代

か

ら

の

女

性

の

た

め

の

医

学

セ

ミ

ナ

ー

「

更

年

期
よ
り
幸
年
期
！
」

７
月

４
日

水
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
市
民
劇
場
講
師
藤
縄
産
婦

人
科
医

院
医

師
・
村
山
和
代
氏

対
象
三
十
～
五

十
歳
代
の
女
性

定
員
先
着
三
百
人
　
費
用
無
料

※
保
育
あ
り

（
二
歳
以
上
、
十
五

人
ま
で
）

※
手

話
通
訳
あ
り

圃
電
話

で
常
盤
平

保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー

昔
3
8
4
・
1
3
3

3
へ

［
］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

６
月
2
3日
出
午
前
1
0時
～
午

後

４
時

公
場

ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康

福
祉
会
館
）
　

内
容
松
戸
市
精
神

障
害
者
家
族
会
土
曜
会
会
員

に
よ

る
相
談

（
秘
密
厳
守
）
　
対

象
「
こ

お

よ

び
参

加

希

望
チ

ー

ム
②

新

規

参
加
チ
ー
ム
　
費
用
①
一
万
二
千

円

②

一
万

七
千

円

圃

費

用

を

持

っ
て

当

日

会

場

で

圖
松

戸

市

野

球

協

会

・
野

々
下
｛
一一

3
6
2
・
8
2
6
9

［

］
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

６
月
1
7
日
㈲
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口
分
館

対
象
十
六
歳
以
上
の
人
持
ち
物

運
動
着
・
上
履
き
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

固
青
少
年
会
館

豊
3
4
4
・
8
5
5
6

「
」
卓

球

を

親

し

む

集

い

教

室

６
月
2
0日
水

・
2
7日
伽
、
７
月

４
日

水
〔
全
三
回
〕
、
午
後
１
時
～

３
時

会
場
運
動
公

園
体

育
館
競

技
場
　
対
象
六
十
歳
以
上
の
人

費
用
千
円

懋
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
服
部

容
副
3
8
9
・
8
0
9
1

へ

こ

ろ
の
病
」
の
人
を
抱
え

る
家
族

費
用
無
料

※
同
日

・
同
時
間
に
電
話
で
の
相

談

も
受
け
付
け
て

い
ま
す

（
こ

こ

ろ
の
家
族
相
談

室
直

通

昔
3
8
3

ｒ゙ａ
冖ｎ
りｒａ
１
）
○

固
土
曜
会
共
同
作
業
所

ビ
オ
ラ
エ

房

・
武
井

昔
3
6
6
・
5
6
6
4

（
平

日

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

【
】
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛

門
・
人
工
膀
胱
造
設
者
）
社

会

適

応

訓

練

講

習

会

６
月
2
3日
山
正

午
～
午
後
４

時

会
場
海
神
公
民
館
（
船
橋
市
）

内
容
講
演
会
「
夏
に
向
け
て
の
ス

ト
ー

マ
ケ

ア
」
と
ス
ト

ー
マ
別

相

談
会
　
講
師
W
O
C
・
E
T
（
専

門
看
護
師
）
　
・
増
川
美
加
子
氏

対
象
県
内
在
住
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

と
そ

の
家
族
お

よ
び
医
療

関
係

者

費
用
無
料

固

前
日
本

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉

県
支
部

登
0
4
7柳
6
4
3
3

（
月

・
火

・
金
曜
日
）

［
］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

①
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場

7
月
5
日
～
1
0
月
2
5
日
の
毎
週

木
曜
日
、
Ａ

ク
ラ
ス

＝
午
前

９
時

か
ら
、
Ｂ

ク
ラ

ス
＝
午

前
1
0時
3
0

分
か
ら
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
　

定
員
七
十
人
（
抽
選
）
　
費

用
一
万

二
千
円
（
保

険
料
を
含
む
）

②

甲
央
公

園

庭
球

場

７
月
７
日
～
９
月
2
9
日
の
毎
週

土
曜
日
、
Ａ

ク
ラ
ス

＝
午
前
８
時

か
ら
、
Ｂ

ク
ラ
ス

＝
午
前
９
時
3
0

分
か
ら
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
　

定
員
七
十
人
（
抽
選
）
　
費

用
八
千
円

（
保
険
料
を

含
む
）

圉

①
６
月
1
0日

㈲
〔
必
着
〕
②
６

月
1
5日

次

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
希
望
会
場
名
・
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
希
望

ク
ラ

ス

（
①
は
第

二
希

望
ま
で
）
　・
返

信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
『
一

－
8
6
9
1

松
戸
北
郵
便
局
私
書

箱
一
二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会

吊

木

昔
廈
3
3
0
・
4
1
1
2

』
　へ

［
］
楽
し

い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

内容シルバ ー世代を 健康に暮らすための食生 活の

話と調理実習　対象60 歳以上 の人 （男性大歓迎）

持ち物エプ ロン ・三角 きん・ふきん　費用無料

圃 直接 、各会 場の保健福祉センタ ーへ

［

］
思

春

期

な

や

み

相

談

６
月
2
6日
火
午
後
１
時
3
0分
～

３
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所

内
容
臨
床
心

理
士

に
よ

る
相
談

対
象
本
人
・
家
族
・
そ
の
他
関
係

者
費
用
無
料

※
要
予
約

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域

指
導

課

登
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

健

康

スポーツ

講座・講演

ぶらっ

と東葛

日 時 会 場 対象／内容 費用 問い合わせ先

ファミリー
バドミント
ン教室

6/10（日)
午後1時～
4時

小金小学校
体育館

地域住民
100円
(保険料)

体育指導委員
谷口昔3印－
5262

グラウ
ンド

・ゴルフ教
室

6/10(日)
午前9時～
正午

新松戸南小
学校校庭

100円
(保険料)

体育指
導委員

木下登345 ―
3429

ファミリー
スポーツ教
室 6/10日午前９時～正午

新松戸西小
学校体育館

ファミリーバド
ミントン、

ソフ
トバレーボール

100円
(保険料)

体育指
導委員

八木登348 一
5565

日 時 会場 定員

6/20&)

午前10時

～午後1時

小金保健福祉センター
0346 ―5601

20人

6/21W 中央保健福祉
センター

o366 ―ﾜ∠189
24人

6/26M 常盤平保健福祉セ
ンター

c384 ―1333
24人
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巨樹と古木をたずねてシリーズ第7回　サイカチ

閼みどりと花の課R366 ―7378

シリーズ第7回の紹介は松戸新田・芦田さん宅の「サイカチ」です。

サイカチは本州、四国、九州、朝鮮半島、中国に広く分布しています。

高さは、10 ～15m になる落葉の高木で、葉は小さく8～12 対の長楕円形で6

月ごろ、若葉の間から淡黄緑色の小さな花をつけます。同じ株に雄花、雌花、

両性花がつきます。実は枝豆がねじれたような形になります。

用途としては、庭木として植えられています。

サヤに含まれるサポニンは油汚れを落とすため、昔は石けんの代わりに使

用されました。

芦田さん宅のサイカチは、高さ１５ｍ、幹回

り３ｍ強で樹齢はﾜ00 ～800 年くらいです。

花が咲き終わると木の下一面が花のじゅう

たんになるとのことです。

今では大変貴重な樹木です。

「 徳 川 昭 武 写 真 コ ン テ ス ト 」

作品を募集松戸に住んだ幻の将軍「徳川昭武」は、そ

の幅広い趣味の中のーつとして当時の庶民の

生活振りを被写体とした写真を残しており 、

当時の様子をしのぶことができます。この昭

武の業績をたたえ 、『いつまでも残したい我 昨年の大賞作品

がまちの風景』をテーマとし 、「徳川昭武写　 「家族総出」船木政好氏

真コンテスト］を次により行います。

◇テーマ…「後世に残したい松戸の風景や風習（自然・名所旧跡・伝統

行事・イベント・人々の生活など）」を題材とした作品

◇規格‥･アマチュアの末発表作品で、カラーもしくはモノクロでプリン

トされた、キャビネ判以上4つ切り以内

◇応募方法…9月28 日廊 〔必着〕までに、作品の裏面に、題名 り主所・

氏名を記入し 、併せて任意の用紙に①住所② 氏名②電話番号④題名⑤

撮影場所⑥撮影年月日⑦使用カメラ⑧説明文（50 字以内）を記入した

ものを同封して、・271伺588松戸市根本38ﾜの5　松戸市役所商工観
ｒ

光課写真コンテスト募集係へ

※何点でも応募できますが、応募作品の返却はいたしません。

゛ ※入賞作品の版権は、主催者側に帰属します。

圖商工観光課観光係c366 ―ﾜ32ﾜ

で
、
通

常
の
印
刷

物
の
上
に
重
ね

て
印
刷
す

る
こ

と
が
可

能
で
、
一

枚

の
印
刷

物
を
障
害
者
ど
健
常
者

が
共
有
す

る
こ

と
が
で
き
る

バ
リ

ア

フ
リ

ー
商
品
と

な
る
。

こ

の
「
タ
ッ
チ

プ
リ
ン
ト
」
を

ツ
チ

プ
リ
ン
ト
」

の
イ

メ
ー
ジ
が

ひ
ら
め

い
た
の
で
あ
る
。

と
は

い
え
、
開
発

は
楽
な
も
の

で
は
な

か
っ
た

。
コ

ス
ト
を
抑
え

、

商
品
化
す

る
ま
で

に
三
年

。
こ
の

間
の
試
作
品

の
検
査

に
は
、
。数
多

従
来

の
エ
ン
ボ
ス

方
式
と
呼

ば
れ
る

紙

の
裏

か
ら
押
し

込

ん
で
凹
凸

を
つ

け

る
方
法
と

は
異

な
り
、
透
明

な
樹

脂
イ
ン

ク
を
印

刷

物

の
上

に
盛
り
上

げ
て
付

着
さ
せ

る

も

の
。
透
明

な
の

点字印刷されたパンフレット

る
な
ど
、
身
体

障
害

者
等

の
社
会
的
弱
者

に
対
し
て
、
健

常
者

で
あ

る
自

分
が
何
か

で
き

る
か
を
考
え

て

き
た

。
そ

ん
な
と
こ

ろ
か
ら
、「
点
字

の
印

刷
は
で
き
な

い
か
？
」

と

言

わ

れ
た

と

き

、

吉
川
さ
ん
の
頭
に
「
夕

だ
れ

も
が
少

な
く
と
も
一
度
は

目
に
し

た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
、

点
字
印
刷

。
こ

の
点
字

印
刷
に
ま

っ
た
く
新
し
い
方
式
が
誕
生
し
た
。

「
タ
ッ
チ

プ
リ
ン
ト
」
と
名
付

け
ら
れ
た
こ
の
点
字
印
刷
方
式
は
、

考
案
し
た
の
は
、
和
名

ケ
谷
で
ス

ク
リ
ー
ン
印
刷
会
社
を

経
営
す

る

吉
川
健
一
さ
ん
。

若

い
こ
ろ

か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関

心

が
あ

っ
た
吉

川

さ
ん

は
、

早
ぐ

か
ら
視
覚
障

害
者
を
雇
用
す

く

の

視

覚

障

害

者

の
協

力

が
欠

か

せ

な

か

っ
た

と

い
う

。

当

初

、

吉

川

さ

ん

は
こ

の
技

術

で

特

許

を

取

得

し

て

い
た

。

し

か

し

、

見

よ

う

見

ま

ね

で
粗

悪

な

点

字

印

刷

を

始

め

る
企

業

が

増
え

た

こ

と

を

憂

慮

し

た

吉

川

さ

ん

は

、

日

本
工

業

規

格

（
Ｊ

Ｉ
Ｓ

）

を

作

る

た

め

に

、

特

許

を

返

還

。
技

術

を
独

占

す

る
よ

り

も

、
Ｊ

ｌ
Ｓ

規

格

を

作

る

こ

と

で

、

技

術

情

報

を

オ

ー

プ

ン

に
し

、「

タ

ッ
チ

プ
リ

ン

ト

」
の

品

質

を

保

証

し

て

い
く

こ

と

を

決

意

し

た

。

現

在

、「
タ

ッ
チ

プ
リ

ン

ト

」
は

、

フ

ァ

ス

ト

フ

ー

ド

や

レ

ス

ト

ラ

ン

の

メ

ニ

ュ

ー
、

薬

の
外

箱

、
自

治

体

の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等

、

身

近

な

所

で

盛

ん

に

使

わ

れ

始

め

て

い

る

。

例
え

ば
レ

ス
ト

ラ

ン

の

メ

ニ

ュ

ー

な

ど

、

普

通

の

メ

ニ

ュ

ー

の

上

に
点

字

が
印

刷

し

て

あ

る
た

め

、

単

に

障

害

者

が
読

め

る
と

い
う

だ

け

で

な

く

、

健

常

者

が
見

た

と

き

に

バ

リ

ア

フ
リ

ー

に

つ

い

て

考
え

る

き

っ

か

け

と

も

な

る

だ

ろ

う

。

画期的な点字印刷を開発

森のホール21ﾁｹ ッﾄガｲ ﾄﾞ
圖森のホール21チケットセンターc384 ―3331

吉川　健一さん

こ
の
社
会
的
影
響
は
大

き
い
。

吉
川
さ

ん
の
会
社

に
は
、
国

内

の
み
な
ら

ず
、

海
外

の
企

業
か
ら

も
引

き
合

い
が
絶
え

な

い
。
「
昨

今
、
世
界
的
評
価

が
下

が
っ
て

い

る
日
本
で
す

が
、
こ
う

い
っ
た
こ

と
か
ら
世
界
で

の
日
本

の
イ
メ

ー

ジ

が
変
わ

っ
て
く

れ
た
ら
…
。
自

分
の
事
業
を
通
し
て
社
全
貢
献
が

で
き

る
こ
と

が
な
に
よ
り

も
う

れ

し

い
ん
で
す
」

と
話

す
吉
川
さ
ん

は
、
今
日
も
忙
し
く
駆

け
回
っ
て

い
る

。

（
千

駄
堀
在

任
）

(午前10時～午後ﾜ時　月曜休館)

http ソ／ｗ　ｗ ｗ釶tersliip.ne.jp 广bmh21

期日 内 容 会場 ．開演胯間 料 金

6/10c)
よみがえる「活動大写真」～弁士と生演奏付

き無声映画 「チャップリンの消防夫」ほか
小ホール

午後2時

★

全席自由2,000 円ほか

ぴあ・ローソン

6/17日
森の室内楽　～ドイツ音楽の系譜

モーツアルト/喜遊曲変口長調Kv.240ほか
小ホール

午後2時

★

全席自由2,000 円ほか

ぴあ・ローソン

6/30C土)
松竹大歌舞伎

「雨の五郎」、「双蝶々曲輪日記　引窓」ほか
大ホール

午後2時

★

1階席5,000円ほか

ぴあ・ローソン

7/ 7 圉 綾戸智絵コンサート 大ホール
午後6時

★

全席指定5,000 円

ぴあ・ローソン

7/15(1日)
ダンシングタンゴ・アルゼンチーノ

ホセ・コランジェロ楽団
大ホール 午後4時

Ｓ席5,000 円ほか

ぴあ・ローソン

7/25 ㈲
レニングラード国立歌劇場管弦楽団

ドボルザーク／「新世界より」ほか
大ホール 午後7㈲

Ｓ席4,500円ほか

ぴあ・ローソン

8/ 5(日)
ジョン・マクラフリン（ギター）

＆ザキール・フセイン（タブラ）
大ホール

午後6時

★

全席指定5,000円

ぴあ・ローソン

※会場は 、い ずれも 森のホール21 で す。

※★印 には 、託 児サービ ス （有料 予約制） があ ります。詳細はお たずねく ださい 。

21 世紀の森と広場

ロ シ ア 国 立 ワ ガ ノ ワ ・ バ

レ エ ・ ア カ デ ミ ー 教 師 に

よ る 特 別 レ ッ ス ン

日時…7月20日㈲～22 日（日）

①午後1時30 分～3時

②午後3時30 分～5時

会場…森のホール21リハーサル室

対象…①初級＝10 歳以上

②中級＝15 歳以上

定員…各コース先着30人

費用…①②とも15,000円

持ち物…レオタード（できるだけ肩

と背中の開いているもの）、レッス

ンシューズ、タオル（汗ふき）

圃6 月８日廊 午前10時から、電話で膕

松戸市文化振興財団≪384 ―2221へ

行 事 名 日 時 講 師 定員 費用

みどりの講習会
｢山野草の寄せ植え｣

6/24(1日)午後1時
30 分～3時30 分

日本盆栽協会松戸

支部・真贍誠一氏
30人 2,000円

園芸教室

｢花木の花芽のつけ方と手入れ｣
7/ 7出午後1時
30 分～3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人 無料

みどりの講習会

｢初夏を彩るフラワーアレンジメント｣

7/ 8(Eﾖ)午後1時

30 分～3時30分

フラワーデザイナ

ー・青島理恵子氏
30人 2,000円

みどりの教室

｢身近な鳥を調べてみよう｣

7/ 8(日片後1時

30 分～3時30分

三宅島アカコッコ

館・山本裕氏
60人 無料

圃電話でパークセンターB345  -8900 へ（先着順）

人ひと

事
業
を
通
し
た
社
会
貢
献

救急医療体制

健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……Q366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所 ……S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……S365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

ｒ ・

’ｊ
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